
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。ゴルフに縁のない人でも石川遼君の快進撃には胸がすく思いでしょう。大舞台で

堂々たるプレーを見せ、ライバル選手を「最高のプレーヤー」と称える彼は、この９月で 18歳になったばか

りです。この落ち着きは何なのか。総選挙で熱かった今年の夏を振り返ると、大人の背筋が伸びるようです。 

運勢回復の兆しが見え

てきました。行動力と

実行力をフル活動させ

て働くと吉。小旅行が

更に運勢を高めます。 

物事の本質を見抜く目

を養うとき。角度を変

えてじっくりと物事を

見ると、今後に役立つ 

感性が身につきます。 

 

体調を崩しそうな暗

示。だるさを感じたら、

身体を温めて、たっぷ

り睡眠を。無理をする

と長引きそうですよ。 

今月の開運ポイントは

聞き上手に徹するこ

と。相手の目を見てし

っかり話を聞いてあげ

ると信頼が増して吉！ 

【ビール１缶あたりの税額、ご存知ですか？】 

 

ビール類の２００９年上半期（１～６月）出荷量で、「発泡酒」と

「第三のビール」のシェアが初めて５割を超え、「ビール」の出荷

量を抜いたそうです。不況下の節約志向を受けて、価格帯が割安な

新ジャンルの「第三のビール」が一層人気を集めているのが原因の

ようです。現在、ビール類はビール・発泡酒・第三のビールがあり、

これらは、お酒の定義や分類、税率など基本的な事項が定められて

いる「酒税法」により分類されています。そして、この酒税法です

が、たびたび改正が行われています。 

ビールより税率が低く、売れ行きを伸ばした発泡酒は、１９９６年

１０月と２００３年５月の二度、税率が引き上げられました。その

後、第三のビールが誕生し、発泡酒に変わって伸びてきたのですが、

２００６年５月には第三のビールも最大で 350ml缶で 3.8円の増税

となりました。現在、350ml 缶のビールでは 77 円、発泡酒では約

47 円、第三のビールでは 28円が課税されています。 

このように比較すると、まだまだ発泡酒や第三のビールの課税額は 

少ないようです。ただでさえ税収不足に 

苦しむ政府ですから、この勢いで第三の 

ビールが伸び続けると、再度「増税」と 

いうことも十分に考えられます。今後も 

ビールメーカーの新商品開発と、国の課 

税強化のイタチごっこは続きそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世利会計事務所 

〒535-0002  

大阪市旭区大宮 4-19-3 
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「ポメラ」が、外出の多いビジネスマンに大好評です。機能は、キーボードによる文字

入力に限定しています。「10 人に１人だけが熱烈に欲しがる商品！」として開発された 

ポメラは、音楽やテレビ、インターネットと汎用性を誇る携帯電話とは対極にあります。

打率１割のニッチなニーズを敢えて狙ったセンスが、ヒットの生みの親だったのですね。 

「２秒で起動し、単４電池２本で 20時間駆動」。テキスト入力

機能に特化した小型で軽量の新しい“メモ帳”デジタルメモの 

今月の商売のヒント：【それだけは、やってはならぬ】 
 

「１ダース」といえば普通は 12個（本）ですが、パン屋の１ダースは 13個。これを「ベイカーズダズン（baker's 

dozen）」と言います。かつてパン屋には、うっかり数が不足した場合のクレームを防ぐ策として、あらかじ

めパンを１個多く作っておく習慣がありました。ベイカーズダズンはそこから来た言葉で、ビジネスの世界

では職業倫理を説く警戒としても使われます。 

パン屋が 12個分の材料で 13個のパンを焼いて商人に卸し、水増しした分のパン 

で商人を儲けさせると注文が増え、結果としてパン屋も儲かる。しかし商売人は、 

そんな誘惑に乗ってはいけない――。ベイカーズダズンにはそんな自戒の意味が 

込められているようです。ブームになった「品格」という言葉で言い替えれば、 

ベイカーズダズンとは、企業の、商売の、社長の品格を問う姿勢とも言えます。 

過去、自分の利益を最優先した企業の崩壊劇を私たちはいくつも目にしました。 

崩壊した企業に共通していたのは“上限”はあっても“下限”はなかったことです。彼らの目的は、上限に

達することであり、そのためには手段を選びませんでした。つまり「それだけは、やってはならぬ」という

下限の線引きをしなかったために企業モラルが崩壊し、商売に対する誇りも、経営者自身の誇りも見失った

果てに砂上の楼閣となったのです。 

今のような不況が続くと、企業モラルや商売の品格などは二の次だと考える 

経営者がいてもおかしくはありません。しかし、数多くの崩壊劇が物語って

います。12個分の材料で 13 個のパンを焼くことは「割に合わないこと」だと。 

そこで、ベイカーズダズンの甘い誘惑に負けないよう、今すぐ商売の下限を 

設定しましょう。「それだけは、やってはならぬ」という下限の線引きをした 

上で、目標に向かってどんどん進んで行く。それが本来の商売の基本であり、 

人としてのあり方でもあろうと思います。 

 

弁天堂の「栗粉餅」 
 

うま味を最大限に引き出すた
めに、甘味と風味にすぐれた厳
選国産栗を念入りに裏ごしし
て、モチモチ感たっぷりのお餅
にまぶした栗粉餅。３時のお茶
のお供にいかがですか？ 

【株式会社弁天堂】 
http://www.kurikomochi.com/ 

 


